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は
じ
め
に

現
在
、
高
千
穂
大
学
（
成
田
博
学
長
）
と
高
千
穂
幼
稚
園
か
ら
な

る
高
千
穂
学
園
（
藤
井
耐
理
事
長
）
の
歴
史
は
、
創
設
者
川
田
鐡
彌

が
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
年
）
現
在
の
新
宿
区
大
久
保
に
高
千

穂
小
学
校
を
開
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
幼
稚
園
、
中
学

校
を
開
設
し
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
年
）
私
学
と
し
て
は
我
が
国

最
初
の
高
等
商
業
学
校
で
あ
る
高
千
穂
高
等
商
業
学
校
を
現
在
学
園

が
所
在
す
る
東
京
都
杉
並
区
大
宮
（
最
寄
駅
は
井
の
頭
線
、西
永
福
）

の
地
に
開
校
し
た
。
高
千
穂
高
等
商
業
学
校
は
昭
和
二
五
年

（
一
九
五
〇
年
）
の
学
制
改
革
に
よ
り
商
学
部
商
学
科
か
ら
な
る
高

千
穂
商
科
大
学
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。
平
成
二
年
（
一
九
九
〇

年
）
に
商
学
部
商
学
科
に
加
え
経
営
学
科
を
新
設
、
さ
ら
に
平
成
八

年
（
一
九
九
六
年
）
に
は
大
学
院
経
営
学
研
究
科
修
士
（
博
士
前
期
）

課
程
を
、
続
い
て
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
年
）
に
は
大
学
院
経
営

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
を
開
設
し
た
。
ま
た
、
平
成
一
五
年

（
二
〇
〇
三
年
）
の
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
を
控
え
た
平
成
一
三
年

（
二
〇
〇
一
年
）、
新
た
な
一
〇
〇
年
の
礎
を
築
く
べ
く
、
商
学
と
経

営
学
の
学
問
上
、
教
育
上
の
相
違
性
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
学

生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
を
意
図
し
、
商
学
部
か
ら
経

営
学
科
を
独
立
さ
せ
経
営
学
部
を
設
置
し
た
。
名
称
も
高
千
穂
商
科

大
学
か
ら
高
千
穂
大
学
へ
と
変
更
し
、
商
学
部
商
学
科
、
経
営
学
部

点
と
線
と
面
で
支
え
る
初
年
次
教
育

笹 

金　

光 

徳

（
高
千
穂
大
学
経
営
学
部
教
授
（
Ｆ
Ｄ
委
員
会
委
員
長
））

●
事
　
例
●
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経
営
学
科
の
二
学
部
二
学
科
体
制
に
よ
り
、
教
育
研
究
の
さ
ら
な
る

充
実
、
飛
躍
を
目
指
し
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
さ
ら
に
、
平

成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）
に
は
創
立
者
川
田
鐡
彌
の
建
学
理
念
で

あ
る
「
人
格
教
育
」
を
学
部
教
育
と
し
て
具
現
化
す
べ
く
人
間
科
学

部
を
開
設
し
た
。
こ
こ
に
三
学
部
三
学
科
・
一
研
究
科
（
修
士
課
程
・

博
士
後
期
課
程
）
か
ら
な
る
教
育
・
研
究
組
織
が
構
築
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
長
い
歴
史
（
学
園
創
立
一
〇
七
年
、
大

学
創
立
六
〇
年
）
を
持
つ
高
千
穂
大
学
に
お
い
て
、
初
年
次
教
育
が

定
着
し
て
き
た
経
緯
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
の
内
容
・
特
色
に
つ
い
て

解
説
す
る
。

二　

初
年
次
教
育
の
中
心
の
場
「
ゼ
ミ
Ⅰ
」
の
変
遷

本
学
に
お
け
る
初
年
次
教
育
は
多
面
的
・
統
合
的
で
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
構
成
要
素
よ
り
成
る
が
、
入
学
直
後
よ
り
そ
の
中
心
の
場
と

な
る
の
は
、週
一
コ
マ
通
年
で
行
わ
れ
る
全
学
部
共
通
必
修
科
目「
ゼ

ミ
Ⅰ
」
で
あ
る
。
ゼ
ミ
Ⅰ
は
、
全
専
任
教
員
の
約
七
割
を
担
当
教
員

と
し
、
一
ク
ラ
ス
一
五
～
一
八
名
で
構
成
さ
れ
る
学
部
別
ク
ラ
ス
で

開
講
さ
れ
て
い
る
。

ゼ
ミ
Ⅰ
は
、現
在
全
ク
ラ
ス
共
通
シ
ラ
バ
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、

開
設
当
初
か
ら
平
成
一
二
年
度
ま
で
は
、
少
人
数
ゼ
ミ
教
育
を
特
長

と
す
る
本
学
に
お
け
る
二
年
次
以
降
の
専
門
ゼ
ミ
に
対
す
る
準
備
と

い
う
位
置
付
け
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
各
教
員
が
自
由
に
立
案
し
、

別
々
の
シ
ラ
バ
ス
で
行
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
シ
ラ
バ
ス
を
提

示
し
、
入
学
時
に
一
年
次
生
が
選
択
す
る
と
い
う
方
式
で
、
ク
ラ
ス

が
決
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
少
人
数
ク
ラ
ス
」
と
い

う
趣
旨
か
ら
人
数
の
上
限
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
応
募

者
の
多
い
ク
ラ
ス
は
抽
選
と
な
り
、
抽
選
に
漏
れ
た
学
生
か
ら
の
不

満
が
出
る
、
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
、

提
示
さ
れ
た
シ
ラ
バ
ス
か
ら
受
講
生
が
解
釈
し
た
内
容
と
現
実
の
内

容
が
一
致
し
て
い
な
い
、
厳
し
い
ク
ラ
ス
と
甘
い
ク
ラ
ス
が
あ
る
、

と
い
っ
た
不
満
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
、

ゼ
ミ
Ⅰ
の
内
容
を
あ
る
程
度
共
通
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う

気
運
が
高
ま
っ
て
き
た
。
一
方
、
そ
の
当
時
は
、「
学
生
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
化
」
が
叫
ば
れ
始
め
た
時
期
で
も
あ
り
、基
礎
学
力
の
低
下
、

入
学
目
的
の
希
薄
化
、
学
習
意
欲
不
足
、
不
本
意
入
学
と
い
っ
た
学

生
の
傾
向
が
、
成
績
不
良
者
、
留
年
生
、
不
就
学
者
、
退
学
者
、
就

職
活
動
で
苦
戦
す
る
学
生
、
不
就
労
卒
業
生
を
増
加
さ
せ
る
、
と
い

っ
た
兆
候
が
見
え
始
め
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
文
脈
に
そ
っ
て
、「
新

し
い
ゼ
ミ
Ⅰ
に
よ
っ
て
就
職
活
動
に
強
い
学
生
の
礎
を
造
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
就
職
委
員
会
か
ら
の
願
い
が
、
改
革
を
推
し
進
め
る
大
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き
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
ゼ
ミ
Ⅰ
改
革
の
第
一
歩
と
し
て
、
経
営
学
部
が
新

設
さ
れ
た
平
成
一
三
年
度
に
「
シ
ラ
バ
ス
の
記
述
の
共
通
化
」
が
行

わ
れ
、「
問
題
発
見
能
力
・
作
文
能
力
・
発
表
能
力
の
向
上
」
が
授

業
目
標
と
し
て
明
記
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
同
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
六
種
類
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
担
当
教
員
を
配

置
し
、
学
生
は
テ
ー
マ
を
選
択
し
、
テ
ー
マ
内
の
ク
ラ
ス
分
け
は
、

機
械
的
操
作
で
行
う
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
。
ま
た
、
毎
回
の
授

業
内
容
は
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
担
当
教
員
が
自
由
に
決
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
内
容
の
共
通
化
・
標
準
化
の
必
要
性
を

認
識
し
な
が
ら
も
、
前
年
度
ま
で
完
全
に
担
当
教
員
の
裁
量
に
任
さ

れ
て
い
た
授
業
内
容
を
一
気
に
共
通
化
す
る
こ
と
に
対
す
る
担
当
教

員
か
ら
の
抵
抗
感
を
緩
和
し
よ
う
と
す
る
妥
協
案
で
あ
っ
た
。
そ
の

結
果
、「
抽
選
漏
れ
」
と
い
う
不
満
は
な
く
な
っ
た
も
の
の
、「
内
容

に
対
す
る
不
満
」
や
「
不
公
平
感
」
は
前
年
度
ま
で
と
変
わ
る
こ
と

は
な
く
、
根
本
的
な
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
翌
平
成
一
四
年
度
に
は
第
二
の
改
革
が
、
当
時
学
長
で

あ
っ
た
藤
井
現
理
事
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
当
時
教
務
委

員
長
で
あ
っ
た
成
田
現
学
長
を
中
心
と
す
る
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
、「
全
ク
ラ
ス
共
通
の
授
業
目
標
と
授
業
計
画
」、「
共

通
テ
キ
ス
ト
」、「
入
学
直
後
の
学
外
研
修
（
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
・
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
と
の
連
携
」、「
年
間
数
回
の
共
同
授
業
の
実

施
」、「
大
学
側
が
ク
ラ
ス
構
成
員
を
決
定
」、
と
い
う
よ
う
に
抜
本

的
な
改
革
を
多
く
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
の
授
業
は
、
前
期
は

共
通
テ
キ
ス
ト
を
用
い
、文
章
作
成
指
導
を
通
し
て
文
章
作
成
能
力
、

読
解
力
、
論
理
的
思
考
力
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
実

習
が
主
体
で
あ
り
、
後
期
に
は
情
報
収
集
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
能
力
の
向
上
を
目
標
に
指
導
し
た
。

平
成
一
五
年
度
に
は
、
テ
キ
ス
ト
を
一
つ
に
限
定
せ
ず
複
数
か
ら

選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
柔
軟
性
を
持
た
せ
た
。
こ
れ
は
、
共
通

テ
キ
ス
ト
に
よ
る
画
一
的
な
指
導
よ
り
も
、
専
門
性
も
教
育
研
究
歴

も
千
差
万
別
な
各
教
員
に
利
用
し
や
す
い
テ
キ
ス
ト
を
選
択
さ
せ
、

共
通
の
到
達
目
標
を
定
め
、
そ
の
達
成
を
目
指
す
よ
う
指
導
す
る
と

い
う
方
針
を
と
る
ほ
う
が
学
生
指
導
上
効
果
的
だ
と
判
断
し
た
た
め

で
あ
る
。

平
成
一
六
年
度
に
は
、「
ゼ
ミ
Ⅰ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
教
育
目
標
の

再
確
認
と
明
確
化
」
と
い
う
作
業
を
当
時
教
務
委
員
長
で
あ
っ
た
筆

者
を
含
む
教
務
常
任
委
員
会
で
行
っ
た
。

授
業
科
目
が
基
本
的
に
セ
メ
ス
タ
ー
制
へ
移
行
し
た
平
成
一
七
年

度
に
お
い
て
は
、
ゼ
ミ
Ⅰ
は
通
年
科
目
の
ま
ま
で
継
続
さ
れ
、「
高

千
穂
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
「
学
生
生
活
目
標
管
理
シ
ー
ト
」
か
ら
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な
る
本
学
独
自
の
「
学
習
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築

し
、
導
入
を
行
っ
た
。
ま
た
、「
ゼ
ミ
Ⅰ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
試
験
的
に
導
入
し
た
。
さ
ら
に
、
春
学
期
に
比
べ
て
担
当
教
員
の

裁
量
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
秋
学
期
の
授
業
内
容
に
つ
い
て
も
標
準

化
が
行
わ
れ
た
。

平
成
一
八
年
度
に
は
、
共
同
授
業
「
ゼ
ミ
Ⅰ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
必
須
化
し
た
。
ま
た
、
本
学
と
し
て
は
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
と
し

て
の
初
の
試
み
で
あ
る
「
ゼ
ミ
Ⅰ
授
業
相
互
見
学
」
を
実
施
し
た
。

人
間
科
学
部
が
新
設
さ
れ
た
平
成
一
九
年
度
に
は
、「
ゼ
ミ
Ⅰ
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
形
式
か
ら
全
員
発
表
形

式
に
変
更
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
に
は
、「
ゼ
ミ
Ⅰ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
形
式
に
戻
す
こ
と
、
目
標
管
理
シ
ー
ト
の
コ
ン
パ

ク
ト
化
等
が
決
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
大
改
革
が
行
わ
れ
た
平
成
一
四
年
度
以
降
毎
年
の
よ

う
に
細
か
く
改
善
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、「
ゼ
ミ
Ⅰ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
や
「
ゼ
ミ
Ⅰ
担
当
者
会
議
」
を
行
い
、
現
場
か
ら
の

改
善
提
案
を
収
集
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
継
続
し
て
い
る
結
果

で
あ
る
。

以
上
が
、
改
革
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で

の
約
十
年
間
の
「
ゼ
ミ
Ⅰ
」
の
変
遷
で
あ
る
。
十
年
前
に
は
、
導
入

教
育
と
い
う
言
葉
は
存
在
し
て
い
た
も
の
の
、
初
年
次
教
育
と
い
う

言
葉
は
全
く
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
本
学
で
は
「
導
入

／
初
年
次
教
育
」
を
意
識
し
て
改
革
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

教
育
学
を
専
門
と
し
な
い
現
場
の
教
員
グ
ル
ー
プ
が
当
時
の
学
生
を

め
ぐ
る
「
好
ま
し
く
な
い
現
状
」
を
打
破
す
る
た
め
に
ゼ
ミ
Ⅰ
を
試

行
錯
誤
的
に
改
革
し
て
き
た
試
み
が
今
日
に
な
っ
て
典
型
的
な
初
年

次
教
育
の
実
践
的
取
り
組
み
で
あ
る
と
高
等
教
育
の
専
門
家
の
諸
先

生
に
認
知
し
て
い
た
だ
き
、こ
の
よ
う
な
報
告
の
場
を
与
え
ら
れ
た
、

と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

三　

ゼ
ミ
Ⅰ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
教
育
目
標

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
平
成
一
六
年
度
、「
ゼ
ミ
Ⅰ
の
コ
ン
セ

プ
ト
と
教
育
目
標
の
再
確
認
と
明
確
化
」
と
い
う
作
業
を
行
っ
た
。

す
な
わ
ち
現
行
の
初
年
次
教
育
に
関
す
る
授
業
内
容
と
施
策
を
ひ
と

つ
ひ
と
つ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
分
類
し
、
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ゼ
ミ
Ⅰ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
教
育
目
標
を
再
認
識
し
、
明
確
化
し
よ
う

と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
を
集
約
し
た
の
が
、
図
表
１
の

コ
ン
セ
プ
ト
図
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
①
大
学
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
、
②
ス
タ
デ
ィ
・
ス
キ

ル
の
獲
得
、
③
課
題
探
求
型
学
習
、
④
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
醸
成
と
い
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う
四
つ
の
目
的
に
そ
っ
た
内
容
に
対
し
て
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
り
組
む

こ
と
に
よ
っ
て
学
生
自
身
の
「
気
づ
き
」（
自
己
認
識
）
を
喚
起
す

る
と
い
う
ゼ
ミ
Ⅰ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
表
し
て
い
る
。
時
系
列
的

に
述
べ
れ
ば
、
ゼ
ミ
Ⅰ
を
中
心
と
す
る
本
学
に
お
け
る
初
年
次
教
育

の
目
的
は
、
ま
ず
、
①
大
学
生
と
し
て
望
ま
し
い
生
活
規
範
を
身
に

つ
け
る
と
共
に
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
良
好
な
関
係
を
保
つ
こ
と
に
よ
っ

て
意
欲
的
な
学
生
生
活
を
送
る
基
盤
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

上
で
、
②
大
学
生
と
し
て
必
要
と
な
る
ス
タ
デ
ィ
・
ス
キ
ル
お
よ
び

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置

い
て
い
る
。
そ
の
到
達
目
標
は
、
大
学
の
授
業
を
受
け
、
確
実
に
習

得
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
・
技
術
・
意
識
レ
ベ
ル
に
ま
で
各
ス
キ

ル
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
己
の
能
力
を
あ
る
程
度
高

め
た
段
階
で
後
半
（
秋
学
期
）
に
は
、
③
課
題
探
求
型
学
習
を
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
問
題
解
決
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
双
方
を
育
成
す
る
こ
と
に
重
点
を
移
す
。
こ
れ
は
、
二

年
次
か
ら
始
ま
る
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
の

役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
四
年
間
を
通
し
て
徐
々
に
高
め
て

い
く
必
要
の
あ
る
④
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
理
解
と
意
識
の
醸
成
を
行

う
こ
と
も
初
年
次
教
育
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
的

は
、
分
類
は
異
な
る
も
の
の
、
中
央
教
育
審
議
会
で
提
言
さ
れ
た
学

士
力
に
対
す
る
四
つ
の
指
針
の
う
ち
「
知
識
・
理
解
」、「
汎
用
的
技

能
」、「
態
度
・
志
向
性
」
の
三
点
と
か
な
り
正
確
に
符
合
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 

       
 

図表１ ゼミⅠの基本コンセプト 
 
 
 
 

図表１　ゼミⅠの基本コンセプト
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四　

授
業
内
容
と
施
策
の
分
類
と
概
略

図
表
１
の
四
つ
の
目
標
に
合
致
す
る
ゼ
ミ
Ⅰ
の
授
業
内
容
と
ゼ
ミ

Ⅰ
に
連
動
す
る
施
策
を
分
類
整
理
し
た
の
が
、
図
表
２
で
あ
る
。

各
授
業
内
容
と
施
策
を
「
点
」
と
し
、
点
を
結
ぶ
集
合
体
と
し
て

四
つ
の
目
標
と
い
う
「
線
」
を
形
成
し
、四
つ
の
線
を
包
括
し
、「
面
」

を
形
成
し
て
、
全
体
で
統
合
的
に
初
年
次
学
生
を
支
援
し
よ
う
と
す

る
シ
ス
テ
ム
が
本
学
の
初
年
次
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
以
下
に

主
な
施
策
と
授
業
内
容
に
つ
い
て
、
概
説
す
る
。

①�

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
と
学
生
指
導
記
録

ゼ
ミ
Ⅰ
担
当
教
員
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
学
生
と
の
個
人
・

集
団
面
談
を
実
施
し
、
指
導
・
助
言
を
行
う
。
各
学
生
に
は
異
な
る

個
性
・
適
性
が
あ
り
、
抱
え
る
事
情
も
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
担

当
教
員
が
把
握
し
、
面
談
を
つ
う
じ
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
こ
と
が

意
欲
面
・
能
力
面
の
双
方
に
お
い
て
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
学
生
と

教
職
員
の
距
離
が
近
い
点
は
小
規
模
大
学
で
あ
る
が
故
の
本
学
の
強

み
で
あ
り
、
そ
れ
を
生
か
し
て
多
様
な
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

サ
ポ
ー
ト
を
提
供
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

学
生
は
第
一
回
目
の
ゼ
ミ
Ⅰ
に
お
い
て
、
入
学
時
の
不
安
や
入
学

後
の
目
標
、
将
来
の
希
望
な
ど
を
学
生
カ
ル
テ
（
学
生
指
導
記
録
）

に
記
入
す
る
。
担
当
教
員
は
後
述
す
る
キ
ャ
リ
ア
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト

①大学へのスムーズな接続
フレッシャーズ・オリエンテー
ション（学外ガイダンス）
学内ガイダンス（教務・学生生活・
情報メディアセンター）
アドバイザー制度⇒個別面談
ガンバレ高千穂（一般常識問題）
マスタープランと目標管理シー
ト（ポートフォリオ・システム） 

②スタディ・スキルの獲得（主に
春学期）

文章作成指導
ノートの取り方※
レポートの書き方
情報収集の仕方
定期試験対策※

※共同授業（模擬授業＆小テスト）
を実施し，効果を確認

③課題探求型学習（主に秋学期）
テーマに沿った調査
グループワーク（役割分担）と
成果のまとめ
全員が内容を理解し、全員が単
独で発表（共同授業）

④キャリア意識の醸成
キャリア・アセスメントの実施
フォローアップガイダンス
学習ポートフォリオ・システム
との連動
ガンバレ高千穂

図表２　ゼミⅠの授業内容と施策の分類
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や
面
談
内
容
を
も
と
に
所
見
を
記
入
す
る
。
学
生
指
導
記
録
は
、
各

学
生
の
個
人
カ
ル
テ
と
し
て
次
年
度
以
降
の
専
門
ゼ
ミ
教
員
に
引
き

継
が
れ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
、
四
年
間
を
つ
う
じ
た
サ
ポ
ー
ト

制
度
と
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

②�

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、「
フ
レ

オ
リ
」
と
略
記
）

フ
レ
オ
リ
は
、
大
学
生
活
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
、
就
学
へ
の
不

安
解
消
を
目
的
と
し
、
入
学
式
直
後
に
ゼ
ミ
Ⅰ
の
初
回
授
業
を
兼
ね

て
実
施
さ
れ
る
一
泊
二
日
の
合
宿
研
修
で
あ
る
。
フ
レ
オ
リ
で
は
、

ゼ
ミ
Ⅰ
研
修
（
初
回
授
業
）、ゼ
ミ
Ⅰ
対
抗
の
綱
引
き
大
会
、理
事
長
・

学
長
に
よ
る
講
話
、
上
級
生
に
よ
る
授
業
・
学
生
生
活
・
課
外
活
動

の
紹
介
、
就
職
活
動
報
告
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
イ
ベ
ン
ト
を
つ
う
じ
て
、
大
学
生
活
へ
の
取
組
姿
勢
を
自
覚
さ
せ

る
と
同
時
に
、
学
生
と
担
当
教
員
、
学
生
間
（
新
入
生
同
士
、
新
入

生
と
上
級
生
間
）
の
交
流
を
実
現
し
て
い
る
。

運
営
は
、
教
職
員
組
織
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
可
能
な
限
り
在

学
生
を
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
登
用
し
、
上
級
生
の
姿
を
自
ら
の
近
未
来

の
姿
と
し
て
提
示
す
る
よ
う
な
環
境
作
り
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

理
事
会
、
同
窓
会
お
よ
び
父
母
の
会
の
参
加
に
よ
り
、
本
学
の
特
徴

で
あ
る
五
位
一
体
の
学
生
支
援
シ
ス
テ
ム
を
入
学
直
後
か
ら
体
験
さ

せ
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
る
。

③
「
高
千
穂
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
「
学
生
生
活
目
標
管
理
シ
ー

ト
」平

成
一
七
年
度
入
学
生
か
ら
導
入
さ
れ
た
本
学
独
自
の
学
習
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
学
生
は
、
卒
業
す
る
ま
で
の
四

年
間
の
学
生
生
活
の
見
取
り
図
で
あ
る「
高
千
穂
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
参
考
に
、
セ
メ
ス
タ
ー
毎
に
自
ら
目
標
を
設
定
し
、「
学
生
生
活

目
標
管
理
シ
ー
ト
」
に
記
入
す
る
。
各
セ
メ
ス
タ
ー
の
終
了
時
に
は

自
己
評
価
し
、
改
善
点
を
記
入
す
る
。
目
標
設
定
時
と
評
価
時
の
二

度
、
ゼ
ミ
担
当
教
員
は
面
談
を
実
施
し
、
目
標
設
定
・
自
己
評
価
に

対
し
て
助
言
す
る
。
こ
れ
ら
は
学
生
一
人
一
人
が
自
ら
目
標
を
設
定

し
、
四
年
間
で
着
実
に
成
長
し
て
い
く
た
め
の
指
針
で
あ
り
、
ま
た

教
員
が
個
々
の
学
生
を
よ
り
効
果
的
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
設

計
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
学
生
自
ら
が
半
年
周
期
で
卒
業

ま
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
て
行
動
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
。

④
「
ガ
ン
バ
レ
高
千
穂
一
〇
分
勝
負
」（
一
般
常
識
問
題
）

「
気
づ
き
」
に
よ
り
将
来
の
具
体
的
目
標
を
設
定
し
た
学
生
が
、
満

足
で
き
る
か
た
ち
で
そ
の
達
成
に
近
づ
く
た
め
に
は
、
基
礎
学
力
の

維
持
・
向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
入
学
当
初

の
一
般
常
識
を
就
職
試
験
ま
で
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
「
ガ
ン
バ
レ
高
千
穂
一
〇
分
勝
負
」（
以
下
、「
ガ
ン
バ

レ
高
千
穂
」
と
略
記
）
と
名
付
け
ら
れ
た
一
般
常
識
問
題
か
の
出
題
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を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
図
書
館
入
口
付
近
に
は
「
ガ
ン
バ
レ
高

千
穂
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、
一
般
常
識
・
基
礎
学
力
の
向
上
に
役

立
つ
参
考
図
書
を
一
括
し
て
閲
覧
に
供
す
る
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
整
備
し
て
い
る
。

「
ガ
ン
バ
レ
高
千
穂
」
は
、
ゼ
ミ
Ⅰ
で
は
、
授
業
開
始
時
に
、
国
語
、

算
数
、
理
科
、
社
会
、
英
語
か
ら
毎
週
二
分
野
の
問
題
（
各
一
〇
問

程
度
）
を
学
生
に
配
布
し
一
五
分
程
度
で
解
答
し
、
授
業
終
了
後
、

各
問
題
の
解
答
解
説
を
自
主
的
に
受
け
取
り
確
認
す
る
仕
組
み
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
ガ
ン
バ
レ
高
千
穂
」
に
は
、
基
礎
的
専

門
知
識
の
習
得
を
意
図
し
た
二
年
生
版
と
三
年
生
版
も
学
部
ご
と
に

用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
ゼ
ミ
Ⅰ
の
よ
う
な
共
通
の
解
答
時
間
が
確
保

さ
れ
て
い
な
い
た
め
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

⑤�

ゼ
ミ
Ⅰ
の
授
業
内
容

ゼ
ミ
Ⅰ
の
各
週
の
授
業
内
容
は
、
前
章
で
説
明
し
た
四
つ
の
目
的

の
い
ず
れ
か
に
必
ず
対
応
し
て
い
る
。
現
行
で
は
、
学
習
目
標
が
明

示
さ
れ
て
お
り
、
学
習
到
達
度
を
評
価
す
る
基
準
も
具
体
的
に
示
さ

れ
て
い
る
。
授
業
方
法
は
あ
る
程
度
担
当
者
の
裁
量
に
任
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
ゼ
ミ
Ⅰ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
意
見
交
換
の
場
と
し
て
機
能

し
て
お
り
、
授
業
改
善
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
年
間
数
回

の
「
共
同
授
業
」
が
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
各
目
標
の
達
成

度
に
対
す
る
「
成
果
の
確
認
」
と
「
ク
ラ
ス
間
に
お
け
る
授
業
内
容

の
差
異
の
解
消
」
が
目
的
で
あ
る
。

五　

成
果
と
今
後
へ
の
展
望

大
学
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
を
意
図
し
て
開
始
さ
れ
た
フ
レ
オ
リ

へ
の
学
生
の
満
足
度
は
、
年
ご
と
に
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
は

明
る
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
ゼ
ミ

活
動
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
学
生
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
結
果
も

は
っ
き
り
出
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
二
年
間
を
別
に
す
れ
ば
、
成

績
不
良
者
・
退
学
者
・
留
年
者
、
不
就
労
卒
業
生
等
が
大
幅
に
減
少

し
な
い
ま
で
も
、
横
ば
い
状
態
に
と
ど
ま
る
と
い
う
傾
向
を
維
持
し

て
き
た
。
然
る
に
、
長
引
く
景
気
低
迷
と
更
な
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化

の
影
響
が
、
本
学
の
初
年
次
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
更
な
る
改
善
を
迫

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
現
状
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

六　

お
わ
り
に

本
報
告
の
タ
イ
ト
ル
を
「
点
と
線
と
面
で
支
え
る
初
年
次
教
育
」

と
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
四
章
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
う

が
、
実
際
に
は
も
う
一
つ
違
っ
た
意
味
合
い
が
あ
る
。
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
制
度
に
よ
っ
て
、
各
初
年
次
学
生
の
支
援
の
中
心
と
な
る
べ
き
担
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当
者
が
各
ゼ
ミ
Ⅰ
担
当
教
員
（
＝
点
）
に
な
っ
て
い
る
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
決
し
て
そ
れ
は
単
独
で
す
べ
て
の
指
導
・
支
援
を
行

う
わ
け
で
は
な
く
、
教
員
同
士
の
つ
な
が
り
（
＝
線
）、
教
員
と
事

務
職
員
の
連
携
（
＝
線
）、
そ
し
て
教
職
員
全
体
（
＝
面
）
で
ひ
と

り
ひ
と
り
の
学
生
と
か
か
わ
っ
て
学
生
を
成
長
さ
せ
よ
う
と
願
う
本

学
の
教
育
姿
勢
を
も
包
含
さ
せ
て
い
る
。

現
在
、
筆
者
は
初
年
次
教
育
学
会
の
理
事
の
一
人
と
し
て
我
が
国

に
お
け
る
初
年
次
教
育
の
充
実
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
現
状
に
至
っ
た
経
緯
は
、
二
章
の
終
り

で
述
べ
た
通
り
、
高
等
教
育
の
専
門
家
が
不
在
で
、
か
つ
、
ど
こ
か

の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
初
年
次
教
育
的

実
践
の
形
成
に
至
っ
た
本
学
の
事
例
に
対
し
て
、
高
等
教
育
研
究
の

専
門
家
が
学
術
的
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
発
端
に
な
っ

た
か
ら
で
あ
り
、
決
し
て
本
学
の
初
年
次
教
育
が
規
範
的
で
あ
る
か

ら
で
は
な
い
と
自
覚
し
て
い
る
。
事
実
、
本
学
よ
り
も
ま
と
ま
り
良

く
、
高
レ
ベ
ル
で
真
剣
に
初
年
次
教
育
を
考
え
、
実
践
さ
れ
て
い
る

大
学
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
現
実
を
把
握
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
初
年
次
教
育
は
大
学
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
は

ず
で
あ
り
、
他
大
学
の
事
例
を
「
直
輸
入
」
し
て
も
大
き
な
効
果
が

得
ら
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
学
の
よ
う
な
事

例
で
あ
っ
て
も
参
考
資
料
と
し
て
、
全
く
価
値
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
と
判
断
し
、
執
筆
を
引
き
受
け
た
次
第
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
筆
者
の
表
現
力
の
拙
さ
も
あ
り
、
本
学
の
初
年
次
教

育
に
つ
い
て
、
的
確
に
表
現
で
き
て
い
る
か
確
信
が
な
い
。
幸
い
に

し
て
、
平
成
二
二
年
九
月
十
一
日
～
十
二
日
に
本
学
に
お
い
て
、
初

年
次
教
育
学
会
第
三
回
大
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
疑
問
点
を
持
た
れ
た
読
者
諸
氏
は
、
ご
来
学
さ
れ
た
際
、
筆
者

に
直
接
声
を
か
け
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。


